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34. 直腸2工門悪性黒色撞の 1例
小出義雄，二宮一，雪野文豊
関田豆(県立佐原)
悪性墨色腫は早期;こりンパ行性，血行性の転移をきた
し，撞めて予後不良な疾患とされている。現在のところ
早期診新と外科的広範切捺が唯一の根治手段といえる。
産腸紅門部に原発する悪性黒色題は比較的稀で，本邦に
おいては，知ヲ得たかぎり我々の痘併を含み58慨に過ぎ
ない。亘腸E工門部悪性黒色震のー倒を報告するととも
に，本邦報告針につき術式，リンパ箆転移および腫癌最
大径と予後との関係を文献的に考察した。 
35. 生検にて診断された胃脅部 IIa霊微小胃癌の 1
例
。添田耕奇，三好弘文，赤井寿記
竹内英世(熊谷総合病読)
握山寿雄(罰病理)
胃角部 IIa型微小胃癌の一例を若干の考察を加えて報
告した。症例49歳男子，心霞部痛等にて来院し，胃レ線
;こて胃角部tこ撤締な詮影欠損があり内規鏡にて腎角部後
壁よりに小豆大円形色誘変化のない肩平小隆起を認め 3
コ生検し lコに癌を認めた。胃切除兼大親切除し，切除
胃は肉親にて癌の所在は著境でなく 10枚切り出し 1枚に
癌を認めた。分化型事L頭状謀癌浸達度 m の大きさ 3x 
4mmであった。経道良妻子にて退院し現在健震である。 
36. 転移性許癌に対する肝動臆結誌と動注療法の効
果
林良輔，田記克，劉崇王
奥山和明， I東文夫(成東病読〉
転移性肝癌の治療として，我々は従来より動注療法を
主体とした積極的な化学寮法を施行しかなりの効果を得
ているが，最近ではより良い効果を得るためにさらに肝
動脈結索を加えている。紅動脈結苦言と持続動注を併用し
た症例は 3例であるが，全摂iに臨床症状の緩解および肝
転移巣の縮小などの効果を得ている。副作用をみても，
造血機能への彰響は非嘗に少なく，肝障害も軽度であ
孔肝動脈結誌は安全で、かっ有用な治療方法で、あると考
える。 
37. 術後の肝機能障害について，特に麻酔冨よりみ
た検討
円山正博，斎藤全彦，原 壮
林春幸〈清水厚生〉
最近， 4年 8ヶ月の当外科全麻症例 533例を麻酔J!J 
(GOFと NLA)に術後肝樟害率 (GOTGPT>50)を
検討した。結論. GOFは NLAより高率，特に上腹部
疾患で高率。題醇系では共に高率である。性差・年齢差
なし。輪車の有無で差なく，車会血量で GOFで大量輪車
例に高率， NLAで差なし。備前好障害例の術後増悪率
は， GOFが NLAよ予有意に高かった。反復麻酔例
でフローセンへの過主主性肝露害を思わせる症例が見られ
たが， 再麻酔時， NLAによヲ肝障害発生を予防でき
た。 
38. 化譲性捧炎を呈した若年性蕗右症の 1治験倒
出時義和，吉)1広和，斉藤弘司
(厚生連幸手病読〉
渡辺義二西島浩，今国諺
(千大〉
我々は，化鰻性捧炎を呈した若年性捧石症の一治験例
を若干の文献的考察を加えて報告する。症例は， 22歳の
女性で突然に心寵部、激癌出現し，当科受診，入院した。
欽語歴はなく， ERCP ~こて主捧管の拡張と多数の結石
陰影が認められ，捧石症の確診を簿て開腹，胃後面に大
きな膿霧を形成，捧管内には，結石と膿が充満，H華是切
徐・膳空勝額.IJ々場合を施行した。本邦手錆伊tl149例中本
症僚の如く，化膿性葬炎の所見を呈した症例誌なかっ
た。 
39. 消化器手議後肝機能障害の推移に関する知晃
大矢和光，広田和俊(広田胃腸病院〉
当院における語化器手術後の肝障害の推移を 106例記
っき検討した。その結果，上腹部手術，特に胃切・迷切
に持続する肝障害が多くみられた。また輪血剤と非輸卑
倒を対比検定してみると，少なくとも 7，._.8週以内には
輸血を京国とすると思える傾向はみられなかった。また
持続型にはピークを示す型と停滞したまま続く型のある
ことも認められた。これらの結果につき考察し，今設さ
らに解析すべき問題点につき述べた。
